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｜原発のコスト墹腫とは何か#:1.j$:/--

立地自治体の!､原子力からの鱒放｣のために+l1,4雄

原発軍放の微固揃臓とエネルギー輯換Ij';.･い増↑

発達逼分離と睡気軍禦の再規制化-":~1|

あやQ

1

夢

I
■

。
｜
可
１
日
ｄ
・
Ｉ
４
０
０
ｑ
Ｉ
４
４
ａ
ｄ
ｑ
可
Ｉ
『
１
４
ｑ
ｑ
１
１
４
１
ｄ

A MAN．ALITE

4

●立地評価をしない原子力規制

：住民防護はどこへ？：

●原子力規制の､信頼､を立地県から問う：

：泉田新潟県知事に聞く：

●福島第一原発から海に流れ続ける1
放射性セシウムI

・原爆残留放射線の人体影響i
:長崎西山地区での白血球数の異常な増加

●がんの免疫細胞療法の革新的戦略
:iPS細胞技術からがん特異的キラーT細胞へ：

●発達障害増加の原因としての環境化学物質
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函 諏'国、釦錘曾．-房~…頚~昭.'~ー● _|$側が支持・宣伝し，それにもとづく政錐を推進し

てきたわけです。

対応のためでしょう。
や．・一三一一…-識…塞癖礎…

立地訓面をしない原子力規制の新墓準
一公衆被ばく線量を公知せず立地不適格を避けているのではないか

滝谷紘－－元鳳扉力叉金蔓風会噸顕雛,憲涯
|t,、き，手､JL=-Z_.･手・≦~一三三二一~．、。．．』‐一一一戸二・＝璽二…‘宇・~:割

反対迎肋が起こった理由は，これもものすごく

大綱uにいってしまえば副職の危険性や，平時か
らの放射性物質の淵洩にIMIする懸念，そのような
危険があるということによる地元産業への影判，
といったざまざまなリスクです。もちろん，そこ

には感・IW'的なもの，合理的とはいえない過大な不

安などもあったのかもしれません。

これは，単純化していってしまえば､科学ない

し工学が政治によってねじまげられた，というこ

とでしょう。次回以降で，そのような歪曲が起こ

るメカニズムについて，いくつかの具体例をみな

がら枚討していきます。
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前報(木雌5月号)'に引き続き，原子力規ilil委貝会義1－大気放出された主な放射性物筑の五(単位;1019Bq)

が再稼働原発の安全性を謙遜するために,7月獄'‘‘陶月12B~31BIIIの"luWnの大郷分を‘閏める糠
18日までの施行を目ざして紫定中の新規制韮準

希カス｜ヨウ素1311ｾｼｳﾑ1341ｾｼｳﾑ137
(以下新悲率)の間皿点を論考する。前半は論考の韮 約5001約5001約101約,O
礎データとしての2項目，これまで不明だった

柵胤第一原発の那故直後の3月分の敷地境界線ここで，1月6日から3月10日までの邪故発

it値，および新韮準で要求しているフィルタ・ベ．生前の秋飾線簸は，同貴料にある「過去の測定

ン}､に関逃して原発での放射性希ガス大気放出時例」によるとO.1mSv以下であり，また,4月1

の搬地境界線趾値についての拭鈍結果を報告する。日～27日の秋算線爺はすでに公表されているモ

後半は，現在，2回目の意見公雛に入っている新ニタリングポス1,MP7の空間線赴率(測轍､カホー

韮準の規則条文案での重大耶故の取り扱いに|Ⅲすムページ禍叔)をもとにすると約151mSvである。

る零遇できない問題点を論じる。これらを差し引くと，3月n日～31日の期間の

･瀞鰯警言繍溌灘慧
前報で。福島鋪一原発の倣地境界での測蹴線批た放射性物礎の通は,･東京稲力の推定によると，

が，事故後の4月，5月の2カ月間で230mSv*1の通りであるも希ガス，ヨウ素，セシウム

に達し，翌年3月末までの1年1mでは900mSvそれぞれの寄与度の分析資料は入手できていない

を上回ったこと．また事故直後から3月31日まが，後述の論考のために．希ガスカ無視できない

での期間はモニタリングポストの機能不全によりこと，およびその推定放出通約うO0x1015Bqは

データが欠損していて不明であることを述べた。事故前の炉内稚秋避(1号､2号,3号の合計でおよそ7.5

大趾放出された那故直後20日iⅢのデータがない×101'Bq)の約0.6%に当たることは，明稲してお

ことを残念に思っていたところ，その後の調べできたい。

入手した関巡蛍料から．その値は約234mSvで上述の3月分の秋算線趾およびその後1年間

あることが判明した。の空間級戯率データにもとづく月別の秋鉢線鉦の

2012年9月に公表された福間県と東京祗力の推移を図1に示す。邪故直後の3月が般大であ

共同発表鐡料2の添付資料の中に，福島第一原発り．その後は放出避の低減と地表沈着核狐の自然

で蛍光ガラス線赴計により空1ll職錬線趾を測定し崩填等で漸減する械子がわかる。

た結果，最大値(モニタリング氷ストMP7)は2011年1
＊1－昨年の国会で証目元服子力安全鏡貝畏が「今は1”mSv

月6日～4月27日までの111日|mで385@4mSVにしている」と舷冨｡立地稀充蠅l･(1989(平成元>年一部改訂）
であることが記I1Mされていあ。では来改町のままで250mSv｡《木賠5月号前報参照）

’ ついに発刊！しかし，現時点での後知恵でいうなら，そのよ

うな懸念はすべて正しく，原子力発砥所は安全か

らはほど述いものであり，実際に大那故が起こり，

その結果，周辺地域に壊滅的な被害を与えた，と
いうことになります。

ここでの問題は，これらの事故や問題はすべて

予想きれていたものだった，ということです。い

ろいろなところで既に述べられていますが，福島

第一原発は数m以上の津波で髄源喪失すること，

砥源災失すれば数時側で炉心溶融が起こること，

炉心溶融のさらに数時間後には圧力容器・格納容
器が破壊きれ，大通の放射性物質が現塊に放出さ

れることは，韮本的はどれもわかりきったことで

した。

、
ｂ
ｅ
自
画
■
■
■
■
■
画

I

雪亨靜嘉害の全貌チェルノ
アレクセイ,V.ヤブロコフ，ヴアシリー･B・ネス・
テレンコ，アレクセイ･V.ネステレンコ，ナタリ
･i'･E.プレオブラジェンスカヤ著I

つまり，根本的な間胆は．実際には安全性に多

くの問題を抱えていたにもかかわらず，政府や砺

力会社による，「原子力発祗所は安全です」とい

うキャンペーンは行われ，それが大成功してしま

った．ということであるようにみえます。

星川淳監訳

チェルノブイリ被害実態レポート翻訳チーム訳

B5判322頁定価5250円

群じくは：

http://wwwhiwanami.co・jp/morcinfb/0238780/roP賂『ml

IAEA(|回断原子力擬lⅢ)¥WHO他界保他磯1M>による「公
式」な報告は紐繊的に11故の影騨を過小肝価し統けてきた
ため，披響の実恕を知る医師や研究者たちが弧<異を咽え
るようになりました。それらの声とデータを徹底的に拾い
上げたのが；ゴルバチョフの科･学顧IMIを務めたアレクセ
イ・ヤプロコフ博士とベルラド研究所の創股瀞であるヴァ
シリー、ネステレンコI似士が中心になってまとめた本排
『綱在抓告チェルノブイリ被害の全測です。（<祇老か
らのメッセージ>より）

岩波書店

’
オ

政治の世界においては，新しい政簸についてあ

まり根拠がなさそうなキャンペーンが行われ・そ

れがどういうわけか効果があってそういうものか

なあと思う人がたくさん発生する．ということは

それほど珍しいことではないようにみえなくもあ

りません。しかし‘原子力発晒所の安全性といっ

た，韮本的には科学技術で答がでている冊迩につ

いて．でている答と述うことを政府などの椛威の
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1 変2－希ガスの炉内蓄破湿100%を大気放出した唱合の敷地晩界彼ばく線量試郡
鞭故後の月別線趾率

BWRPWR

柏崎刈羽6号福島第一6号浜岡5号大飯3脚号伊方3号

135.611013811889
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された骨子修正案に含まれる問題点を指摘した。

その後，原子力規lliﾘ委員会は委貝会規則の条文

案‘と委員会内規の規則解釈案sを公表し,本稲執

錐時点“月末)でこれらに対する窓見公葬が行われ

ている“月11日から5月10日まで)。これら規則条文

と規則解釈には，新韮準として新過できない大き

な問題点があることが明らかになってきた。節一

に立地評価をしないという正大な問他がある。

立地群価とは，立地群恋指針に従い「正大事故，

仮想聯故に対して搬地琉界の被ばく級量を求め．

めやす値以下であるかどうかを評佃iし，原子炉の

位泄が公衆から十分に離れているかどうかを判断

する」ことであり，これまでの安全辮迩において

は周辺の公衆に放射線I蹴害や放射線災響を与えな

いための蛾も重要な群盗事項である。この立地評

mliをすることが新韮i仏案には入っていないのだ。

現行の主要な安全謙遜用指針類のうち，「安全

設計祁杢指針」は並大事故対紫を取り入れ見直さ

れて規則にされ，「安全評価聯在指針」は規則節

13条(股叶悲卿磁等の拡大の防止)の解釈の中で呼び

込まれている。しかし立地評価と立地群鎧旨針は

規則案，解釈案のどこにも見当たらない。これは

立地評価，立地群燕指針を捨て去ったのではない

かとの疑念が生じた。

田中俊一規制委貝長は昨年11月の記者会見6で

｢柳島のような放出の状況を仮定すると立地条件

に合わなくなってしまう」と述べていた。この4

月23日に参議院予算羨員会のテレビ／ラジオ中

継があり．その中で井上哲士議員による新基準案

３
月

２
月

１
月

惚
月

９
月

についての質問に対して田中委員長は，「新基蝿

では亜大那故，仮想那故，あるいはめやす級獄と

いった考え方をなくした。今般，福島のような那

故が起きた場合，フィルタ・ベントにより福島』￥

故の100分の1以下ぐらいの放射能放出鉦，セ

シウムにして，それぐらいの低さまでに抑えるこ

とを要求しているので．倣地塊界での被ばく線避

はO.01mSv程度になり，今までから比べれば何

桁も低いレベルに収まる」旨の答弁をしたyb立

地評価をやめようとしているのではないかという

錐者の疑念は間巡っていなかったのである。

規制委員会はなぜ立地評価をやめることにした

のか。それは「近大事故」の具体的な想定蛎象が．

現行の安全評価群鐙旨針で定められた「原子炉冷

却材喪失｣，「蒸気発生器伝熱符破損｣，「主然気管

破蝿から，今般の法改正により「炉心の藩しい

楓傷その他の規制委員会規則で定める事故」に変

わったことにある。炉心の著しい郷蝿$故に対す

る救地境界での被ばく線髄は，図1の福島叩故

の実状と表2の希ガスに関する被ばく線斌評価

事例に示きれているように,これまでの立地秤価

のめやす内に収まらないおそれがあるから，立地

評価そのものをやめることにしたのだと縦者は推

察する。端的に言えば「ルール述反になることが

確実になった。だから，そのルールをやめてしま

おう」ということである。これは理に反していて，

とうてい受け入れがたいことである。

「フィルタ・ベン卜により大気中へのセシウム

放出通を，福島事故に対して100分の1ぐらい

2011年2012年

図1－事故彼約1年期の敷地埋界での月別の最大預算總丘(モータリング
ポストMP7)

出逓と倣地境界線量の値*2を参照すれば，概算す

ることができる。国内いくつかの原発に対する使

用データと計算結果を表2に示す。

欺地塊界線避は，対象とした原発では2000～3

万7000mSvの範囲でかなりばらついている。こ

のばらつきは，各原発の倣地境界までの距離，気

象データなどにも依存する仮想邪故時の被ばく線
般の述いから来ている。いずれにしろ，めやす値

100mWを1～2桁ほど大きく上回っている。こ

のことは，炉心が著しく狐{〃している正大叫職時

にベントをした珊合，大気放出される希ガスだけ

で倣地境界線趾がめやす値を超えて住民に放射線

障害を与えるおそれがあることを示唆しており．

フィルタ・ベン1,はこの点に大きな問題があると

指摘できる。（今回の試卸は慨ねの被ばく線雅を把掘するた

めであり.1MII僻価は般世群可li柵と同祢の解析手法をﾊIいて・

ベントぎれろ希ガスの紙を評価して行う必要がある｡）

●立地評価をしないという雲大雛
前報では,'2月の意見公沸を経て3月末に公表

●黍羅撚謬織
棉胤原発事故を教訓とした新韮準案では，丞大

事故級和股術の一つとして．炉心の悲しい損傷に

伴う原子炉格納容器の過圧破捌を防止するために，
フィルタ付き格納容器圧力逃し装世(いわゆるフィル

タ.ベント)または格納容器再循環ユニットの設世

を求めている。このうちのフィルタ・ベントをし

た吻合，採用予定のフィルタはヨウ素とセシウム

に対しては除去効果があっても，希ガスにはほと

んど効果がないので，原子炉から格納容器内に出

てきた希ガスの多くは排気筒経由で大気中に放出

される。そこで‘この希ガス放出による倣地境界

での被ばく線赴がどの程度になるのかを把握する

試算を行った。

格納容器内に出てくる希ガスの戯は炉心損傷の

進展の庇合いに依存する。ここでは艇も厳しいケ
ースとして，事故前に炉心に蓄秋されていた全逓

が，格納容器内に出てきた後にベンl､操作により

排気筒から放出されることを想定する。敷地境界

での被ばく線避(ガﾝﾏ級による全身被ばくに薪目)は，

大気中へ放出される放射性物撹の趾に概ね比例す

るので，設低(喪Ⅲ)貯可申讃瞥に記峨されている

仮想聯故(砿子炉冷却材喪失)における希ガスの大気放

’
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*器股世(喚更)貯可I純#智の添付聾馴十の記戦仙。安全僻価

沸笠指針においては‘叩故塊生彼‘格納容器内に出てくる希ガ
スの趾は．炉内淵棚肚に対しⅢ大叫故では2％，仮仙11'職では
1㈹％とすることが規定されている。大気放出丑はと,ちらのリド
故の鳩合も．格納容器の述全性が維持されている状態での柵え
い僻性を考砥に入れた3櫛により求められている。
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な挫大な放射線災答の収束と復旧である。それと

は切り離して，原発再稼働と，その群査のための

新基雌縦走を急いでいること自体に筆者は戦い疑

問と深い危倶の念を持っている。そのような気持

を抱きながら，今，強引なやり方で進められてい

る新韮準錐定，そこにおける重大事故の取り扱い

に|閲して霧過できない重要な問題を2点に絞っ

て論じた。多くの人々にご理解をいただけること

を切に願っている。

す」と述べているもまさにその通りなのである。

そうであるにもかかわらず．本来のあるべき姿を

とらずに規則作りを進めていることは，まったく

理に合わない。「今から全体を殺刷･韮準というと，

条文力咄:けなくなるから」といった言い訳もその

席上出ていたが，それはスケジュール優先の拙速

で杜撰なやり方であると論雌せざるをえない。原

発の安全弛保の根紳となる新韮準の規則は丁寧に‘

入念に．必要な時間をかけて，何よりも理に合う

ものとして作られるべきである。

●結びに
福島事故により今なお15万人以上の人々が過

酷な避雌生活を余雌なくされ，琳故以前の安らか

な日附生活に戻れる見通しは立っていない。剛II1

森林，山．海などの汚染された環境も回復への遡

は逆い。溶融燃料を抱え込んだ原子炉と多趾の使

用済燃料を蓄えた燃料プールは仮股の設伽で冷却

され，大きな余漉に対する不安が続いている。原

子炉建物内の放射線通が商く，淋しい現場洲迩が

できない。瓦礫の処理，増加し続ける汚染水の処

理なども含めて蛎故収拾の目途はついていない。

何にもまして優先して取り組むべきは．このよう

本来．原発の安全股計においては．起こりうる

さまざまな事故を想定し，それに対処するための

要求条件を設定することが出発点になっている。

想定される事故は股榊韮準事故と呼ばれる。柵間

事故が起きるまでは，炉心の著しい損傷を生じる

正大聯故は安全設淵･上想定すべき事故とはされず，

規liﾘ要件に入っていなかった。このことから並大

卵故への対処は馴喋者の自主的取り組みにまかさ

れて不-1-分なものとなっていたため，地震と難波

に狸われた福島鋪一原発では炉心溶融と格納容器

郷"を生じるという過酷な訓態に陥った。このこ

とは，国会事故澗在報告響でも指摘されている通

りである。すなわち，設計基準那故の想定自体に

欠落があったのであり，それを是正するためには

炉心の悲しい損側を生じる事故を股計避準邪故の

中に取り入れて規仙要件とすべきなのである。

しかし新基準案では設計基準馴職はそのままと

し，炉心の悲しい郷"を生じる正大事故をそこか

ら外している。このような扱いによって何が巡っ

てきているかというと，規則鋪2条(定装)にある

ように．「安全機能」を有する「安全施般」は

｢設計韮準事故対処般仙」に限定され，「重大副職

対処股徽」は「安全機能」を有するものではなく，

｢安全施般」ではないとされている。とても納得

できる仕分けではない。これによって，「垂大班

故対処般伽」は安全機能の丞要庇分類の対象外と

されるなど，設側の信頼性を潤めるための要求が

｢設計埜準事故対処般備」と比べてさまざまな点

で級められているのである。「亜大瓢故対処股

術」は，万一の正大副職に対して原発周辺の人々

はもちろんのこと，近隣の郡府県市町村の人々へ

の挫大な放射線災響を防ぐ上で大事な「安全機

能」を布しているのであるから．「般計韮準則職

対処股術」としての信頼性の商い股伽とすべきな

のである。

これに関巡して，新韮準紫定の責任者を務める

更田避志規制委貝は新韮準検討チーム会合の席上，

「今回，炉心損傷を伴う事故に対しても設計対処

を求めることになった以上，本来の主旨からすれ

ばシビアアクシ‘デン1､対錐も般計韮準なんで

に抑えて．倣地境界線鉦を0.01mSV程庇に低く

する」という田中委員長の国会での答弁には非科

学的な誤りがある。それは．倣地境界線鐙の評価

に希ガスを考職に入れていないことである。希ガ

スはフィルタを素通りして除去されないまま放出

される。この希ガスの麓は炉心狐悔進展状態に依

存するが，表2で示した希ガス全逓放出時の倣

地境界線趾の試算結果から推し錨れるように‘炉
心損傷進展状態によっては，希ガスだけでめやす

線丑を超えることが~1-分にありうる。希ガスを考

慰に入れると0.01mSV程度に低くなることはあ

りえないと考える。もしそれ力呵能というならば，

めやす値を十分に澗足するのだから立地評価をや

めないで，現行どおりにすればいいではないか。

（もし維秒の見解に独りがあるならば，輪ガスを考阻した敬地塊

界總丑の肝価11噸を公炎していただきたい｡）

改正された原子炉殿規制法の第43条の3の23
(施股の使川の停止)に，「原子炉施股の位世(中略)が，

規制委員会規則で定めた韮準に適合していないと

認めるとき．（中略>使用の停止を命ずることがで

きる」とある。同法で正大事故を「炉心の著しい

桐慨を生じる事象」と定め，従来の重大事故の内
容を変更したのだから．立地辮迩指針の正大聯故

による立地評価にパックフィットさせねば承らな

い。原子炉位祗の適合性の評価，すなわち立地評

価をしないとする新韮準は法律の要求にも反して

いる。真っ当な韮準とは，現行どおりの「立地癖

交指針」にもとづいて，万一の垂大事故を想定し

ても，周辺住民に放射線障害を与えないように原

子炉が十分に周辺公衆から離れていることの碓秘

を要求するべきである。そして立地癖査指針に適

合できない原発は，公衆の安全を-|-分に保てない

のだから，退場してもらうしかない。

●溺蓋覇騨に入れ葱いの
新韮準の墾本的な枠組みとして．原発の安全碓

保のために設憧する設備を「設計韮単事故対処設

術」と「正大事故対処設側」に分けている。ここ

にも大きな問題がある。
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